
新
宮
山
彦
ぐ
る
ー
ぷ
第
２
２
７
４
回 

 

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」
表
彰
式
に
出
席 

 

◇
実
施
日 

 

２
月
１
６
日
（
金
） 

 

晴 

◇
参
加
者 

 

沖
崎
吉
信
、
梶
野
照
雄 

 
 
 
 
 

 
 

２
名 

  

総
務
省
の
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
大
賞
」
を
受
賞
し
、
表
彰
式
の
た
め
に
東
京

に
日
帰
り
し
た
。 

 
 

 
 

 

富
士
山
が
よ
く
見
え
た 

 

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
に
着
く 

 

表
彰
会
場 

こ
の
賞
は 

『
全
国
各
地
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
こ
ろ
を
よ
せ
る
地
域
「
ふ
る
さ

と
」
を
よ
り
良
く
し
よ
う
と
頑
張
る
団
体
、
個
人
を
表
彰
す
る
こ
と
に
よ
り
、

ふ
る
さ
と
づ
く
り
へ
の
情
熱
や
想
い
を
高
め
、
豊
か
で
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

構
築
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
５
８
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。

都
道
府
県
か
ら
推
薦
の
あ
っ
た
団
体
、
地
方
自
治
体
及
び
個
人
の
中
か
ら
、「
ふ

る
さ
と
づ
く
り
懇
談
会
」
の
意
見
を
踏
ま
え
、
総
務
大
臣
が
受
賞
者
を
決
定
し

ま
す
。
』 

と
な
っ
て
お
り
、
今
回
の
受
賞
は
十
津
川
村
様
の
推
薦
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。
午
前
９
時
前
の
新
幹
線
で
東
京
に
向
か
う
。
途
中
の
関
ヶ
原
周
辺

に
積
雪
は
無
く
、
伊
吹
山
に
も
雪
は
殆
ど
無
か
っ
た
。
名
古
屋
で
沖
崎
さ
ん
と

合
流
し
、
午
前
１
１
時
半
に
東
京
駅
に
着
く
。
有
楽
町
駅
ま
で
移
動
し
て
地
下

鉄
で
永
田
町
駅
に
向
か
う
。
会
場
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
に
近
い
出
口
ま
で

歩
く
の
だ
が
、
階
段
を
降
り
た
り
登
っ
た
り
、
南
北
線
の
ホ
ー
ム
を
端
か
ら
端

ま
で
歩
い
た
り
で
、
往
復
１
０
，
０
０
０
歩
近
く
を
歩
い
た
。 

 
 

 
 

 

馬
場
総
務
副
大
臣
か
ら
賞
状
を
受
け
取
る 

 
 

 
 
 

 
 

座
長
講
評 

会
場
の
都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル
で
は
、
表
彰
さ
れ
る
団
体
の
展
示
ブ
ー
ス
が
設

け
ら
れ
て
、
川
上
村
の
「
吉
野
川
紀
の
川
源
流
物
語
」
も
展
示
を
行
っ
て
い
た
。

午
後
１
時
、
予
定
通
り
に
開
会
し
、
馬
場
総
務
副
大
臣
の
挨
拶
に
続
き
表
彰
式

が
始
ま
る
。
個
人
や
団
体
合
わ
せ
て
２
７
の
表
彰
が
あ
り
、
表
彰
状
の
授
与
で



４
０
分
を
費
や
し
た
。
そ
の
後
「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
懇
談
会
」
座
長
か
ら
総
評

が
述
べ
ら
れ
別
室
で
写
真
撮
影
が
あ
り
、
受
賞
者
に
よ
る
事
例
発
表
が
４
例
続

き
表
彰
式
は
終
了
し
た
。
有
楽
町
で
早
め
の
夕
食
を
摂
り
、
午
後
６
時
前
の
新

幹
線
で
帰
宅
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
記
；
梶
野
） 

 

行
動
タ
イ
ム 

11

：30

東
京
駅
→12

：0
0

都
市
セ
ン
タ
ー
ホ
テ
ル15

：30

→17

：00

東
京

駅 

 


